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防災カードゲーム「このつぎなにがおきるかな？」

～すいがい編～ 解説書案

防災カードゲーム「このつぎなにがおきるかな？」および「命を守るための防災教育イラス
ト」は、災害が発生したときに起こる危険な状況をイラストで表現し、カードゲームとしたもの
です。子供たちが遊びながら防災について学び、楽しみながら防災力を身につけることを目
的としています。

本解説書は、「すいがい編」を用いたゲーム・防災教育を行う際に、指導者の方に知ってお
いて頂きたい内容（ストーリー、カードのポイント）を整理したものです。

本資料は暫定版として作成したものです。今後、さまざまなご意見などを踏まえ、ブラッシュ
アップしていく予定です。

【イラスト（ピクトグラム）表現について】
災害を経験したことない子供たちでも、災害の様子が伝わり、意識に残りやすいよう、それぞれの災害をイラストで紹介しています。

その際、危険な場面が怖くなりすぎないように、人を「ピクトグラム」で表現しています。なお、施設のサイズ感や発生事象のディテールは、伝えたいポイントを踏ま
えて表現しています。（例えば、水害の場合は「水」との関係、地震の場合は周囲の構造物との関係などを踏まえ、デイテールの細かさなどを変えています。）
【漢字の用法について】
「防災カードゲーム」内で用いる漢字は、教育漢字(６年生までに学習する漢字)を基本とし、ふりがなは、小学３年生までに学習しない漢字を対象に付しています。

漢字の用法については、本カードゲームは上記目的のとおり子供達（小・中学生）に活用していただくことを想定していることから、小学校で学習しない漢字を用い
た熟語などは、語彙の意味が伝わらない可能性を鑑みて対応しています。（教育漢字以外の漢字を用いる語彙は、単純に平仮名で表現することは極力避け、可
能な限り分かり易い表現に言い換えています。）

一方で、ふりがなは、災害が発生したときに起こる危険な状況などを小学校の上級生（４年生以上）には理解していただきたいと考え、４年生以上であれば無理な
く読むことができるように配慮しています。
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すいがい１

①危険を察知できる
災害の種類：洪水

参考となるＨＰ
○ハザードマップポータルサイト

https://disaportal.gsi.go.jp/
「重ねるハザードマップ」 いろいろなハザード情報を重ねて表示できます
「わがまちハザードマップ」自治体のハザードマップを検索できます

ハザードマップで、まちのことを知っておく
ことが大切です。
川を流れる水面が、住んでいる地面の高さよ
り上になることがあります。

自分たちの住むところのハザードマップ
で、川があふれたときの水の深さがわか
ります。

解説：
洪水が発生しても自分の家が浸水することはないと思い避難しなかったところ、洪水により自宅
が浸水し、溺れる。

（子ども向け解説）

大雨がふると、自分の家が洪水にまきこまれてしまうことがあるよ！

⇒自分の家や通学路が、あぶない場所かどうか調べることが大事！

こうずい

家や学校が水につかる危ないところ
かどうか、あらかじめ調べて、あふ
れる前に逃げましょう。

https://disaportal.gsi.go.jp/
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②逃げる決断ができる
災害の種類：洪水

参考となるＨＰ
○ドアの外の水深と避難の関係
「地下空間における浸水対策ガイドライン」

https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/jigyo_keikaku/sa
igai/tisiki/chika/pdf/g-11_g-14.pdf

30cm（ドアノブの約1/3の高さ）に
水がたまると、大人でもドアを開ける
ことが困難になってしまいます。

解説：
自宅が浸水していなかったので逃げなかったが、浸水して逃げようと思ったときには水圧でドア
が開かず、溺れる。

（子ども向け解説）

ドアの外に３０cm水がたまると、ドアが開かなくなってしまうよ！

⇒家のまわりが水につかる前に安全な場所ににげよう！

洪水が家の外にあふれるのを見てか
ら逃げようとしても家から出られな
くなってしまう恐れがあります。

ドアの外に水がたまり始める
前に逃げましょう。

すいがい２

https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/jigyo_keikaku/saigai/tisiki/chika/pdf/g-11_g-14.pdf
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○雨の情報について XRAIN（国交省） 川の防災情報 -国土交通省 : レーダ雨量 (river.go.jp)
雨雲の動き（気象庁）気象庁 | ナウキャスト（雨雲の動き・雷・竜巻） (jma.go.jp)

○川の水位や危険度 川の水位情報 川の水位情報 (river.go.jp)
キキクル 気象庁 | キキクル（危険度分布） (jma.go.jp)

②逃げる決断ができる
災害の種類：洪水

参考となるＨＰ
○浸水深と避難行動について

https://city.river.go.jp/kawabou/reference/index05.html

解説：
自宅が浸水していなかったので逃げなかったが、浸水して逃げようと思った時には水が膝まで
浸かり、歩行が困難になり、溺れる。

（子ども向け解説）

水がひざまでの深さになると、歩くのがむずかしくなってしまうよ！

⇒家のまわりが水につかる前に安全な場所ににげよう！ 水の深さが、ひざの上の高さになる
と、歩けなくなってしまいます。
水の流れがはやいと、もっと浅くて
も歩けないことがあります。

洪水が家の外にあふれるのを見てから逃げよ
うとしても、外を歩くことが難しくなり逃げ
られなくなってしまう恐れがあります。
あふれる前に逃げましょう。

すいがい３

https://www.river.go.jp/kawabou/pc/rd?mapType=3&viewRd=1&viewRW=0&viewRiver=1&viewPoint=0&viewGrpStg=3&viewContents=3&fld=0&zm=6&clat=35.687088&clon=139.752844&rdtype=xrain&rdnum=1&rdopa=50
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#zoom:6/lat:35.666222/lon:139.735107/colordepth:normal/elements:hrpns&slmcs
https://k.river.go.jp/?zm=6&clat=36.4566360115962&clon=138.46069335937503&t=0&dobs=1&drvr=1&dtv=1&dtmobs=1&dtmtv=1
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#zoom:6/lat:35.648369/lon:139.735107/colordepth:normal/elements:flood
https://city.river.go.jp/kawabou/reference/index05.html
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②逃げる決断ができる
災害の種類：洪水

濁った水の中は、足もとが見えなく
なってしまいます
水路やマンホールに気がつかず、吸い
込まれてしまうことがあります。

解説：
自宅が浸水していなかったので逃げなかったが、浸水して逃げようと思ったときには足下が見
えず、マンホールや用水路に落ちて、溺れる。

（子ども向け解説）

足下が見えない中歩くと、マンホールや水路に気づかず落ちてしまうことがあるよ！

⇒家のまわりが水につかる前に安全な場所ににげよう！

洪水の時には、濁った川の水が大量
にあふれてきます。

洪水であふれた水があるところには
近づかないようにしましょう。

どうしてもあふれた水の中を逃げなければなら
ない場合には、穴や深いところがないか、棒や
傘を使って足もとを確認しましょう。
でも、まずはあふれる前に逃げましょう。

参考となるＨＰ
○浸水深と避難行動について

https://city.river.go.jp/kawabou/reference/index05.html

すいがい４

https://city.river.go.jp/kawabou/reference/index05.html
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③適切な避難場所や避難ルートが選択できる
災害の種類：洪水

２階などの上階に避難することを
「垂直避難」と言います。

解説：
洪水により自分の家の２階まで浸水することはないと思い、自宅の２階に避難したところ、自宅
の２階まで浸水し、溺れる。

（子ども向け解説）

洪水は２階より高くおしよせてくることがあるよ！

⇒自分の家や通学路が、あぶない場所かどうか調べることが大事！

ハザードマップで、あらかじめ
洪水時の水の深さを調べておき、
家の中での避難が難しい水深の
場合は特に、近くの高台や十分
に高い階・他の建物に逃げるこ
とにしましょう。

浸水の深さの目安が「３ｍ以上」
の時は2階に逃げても水に浸かっ
てしまう危険があります。

こうずい

参考となるＨＰ
○ハザードマップポータルサイト

https://disaportal.gsi.go.jp/

すいがい５

https://disaportal.gsi.go.jp/
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③適切な避難場所や避難ルートが選択できる
災害の種類：洪水

参考となるＨＰ
○自動車が冠水や高潮で浸水してしまったら？（JAF）

https://jaf.or.jp/common/kuruma-qa/category-
natural/subcategory-heavy_rain/

解説：
アンダーパスなどで低くなって冠水した道路に車が気づかず進入し、立ち往生する。次第に水
位が上がり、車内まで浸水してしまい、溺れる。

（子ども向け解説）

深い水たまりの中では車が走れなくなってしまうよ！

⇒道路の水たまりには入らず引き返そう！
車も、深いところではドアや窓が開
かなくなります。
深いと思われる、もしくは深さが分
からない、水たまりには入らないよ
うにしましょう。

水圧や電気系統のダウンにより、
ドアや窓も開けられなくなり、車
から脱出することが難しくなって
しまいます。

車種によっても異なりますが、
一般的に、浸水の深さが30～50cm
になるとエンジンが停止してしまう
危険が高くなります。

すいがい６

https://jaf.or.jp/common/kuruma-qa/category-natural/subcategory-heavy_rain/
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③適切な避難場所や避難ルートが選択できる
災害の種類：洪水・津波

解説：
鉄筋のマンションの上階に避難したところ、浸水が１週間継続し、食料が尽きる。

（子ども向け解説）

洪水や津波で長い間水がたまりつづけると、避難先で食べ物がなくなってしまうことがあるよ！

⇒自分の家や避難先がどのくらいの間水につかってしまうか調べることが大事！

長いときには２週間
以上、家から外に出
られない浸水が続く
地域もあります。

ハザードマップであらかじめ洪水時の水の深さと時間を
調べておき、長期間の浸水となる場合には、他の地域へ
の避難や、十分な備蓄を整えておくようにしましょう。

こうずい つなみ ひなん

ひなん

浸水が長く続く地域で
は、ハザードマップに
どれくらいの時間浸水
が続くのかが記載して
ある場合があります。

すいがい７
参考となるＨＰ
○ハザードマップポータルサイト

https://disaportal.gsi.go.jp/

https://disaportal.gsi.go.jp/
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○「すいがい編」に関連したより詳しい教材としては、以下があります。

・防災教育ポータルサイト（国交省） 防災教育ポータル｜国土交通省 (mlit.go.jp)

・水害に関するワンポイント（国交省） onepoint.pdf (mlit.go.jp)

○洪水時の避難については、以下の資料が全体の流れをわかりやすく紹介しています。

・避難行動判定フロー（内閣府） 避難行動判定フロー (bousai.go.jp)

・長期間浸水するエリアでの避難の例（江戸川区） sassi-ja.pdf (city.edogawa.tokyo.jp)

防災カードゲーム「このつぎなにがおきるかな？」解説書案
問い合わせ先
国土交通省 国土技術政策総合研究所

河川研究部 水防災システム研究官
吉田 yoshida-k92ta@milt.go.jp

道路構造物研究部 道路地震防災研究室
長屋 nagaya-k28p@mlit.go.jp

2022.10.7版

本編でご紹介したもの以外にも、こんな教材・参考資料があります。

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/pdf/onepoint.pdf
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/pdf/flow.pdf
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/documents/519/sassi-ja.pdf

